
3　まえがき

ま
え
が
き

筑
波
研
究
学
園
都
市
を
語
る
時
、
そ
の
概
成
に
力
を
尽
く
し
た
竹
内
藤
男
知
事
、
山
口
武
平
県
議
、
梶
山
静

六
代
議
士
の
三
人
の
政
治
家
を
挙
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
人
の
共
通
項
は
敗
戦
で
あ
る
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
海
戦
の
敗
戦
を
受
け
、
竹
内
藤
男
陸
軍
主
計
中
尉
は
ニ

ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
今
村
均
司
令
官
の
指
示
を
受
け
て
イ
モ
作
り
に
青
春
の
情
熱
を
捧
げ
た
。

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
海
戦
の
敗
戦
に
よ
っ
て
撤
退
し
た
ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊
の
副
司
令
・
小
園
安
名
中
佐
が
厚

木
航
空
隊
司
令
と
し
て
Ｂ

−

29
の
首
都
爆
撃
を
迎
え
撃
つ
が
、
そ
の
小
園
司
令
の
下
で
戦
闘
機
の
整
備
に
従
事

し
て
い
た
の
が
海
軍
整
備
少
尉
で
あ
っ
た
山
口
武
平
氏
で
あ
っ
た
。

ま
た
本
土
決
戦
に
備
え
て
、
遠
く
満
洲
の
空
で
飛
行
機
の
操
縦
訓
練
に
腕
を
磨
い
て
い
た
の
が
梶
山
静
六
陸

士
五
九
期
生
で
あ
っ
た
。
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竹
内
藤
男
は
県
知
事
と
し
て
五
選
を
果
た
し
た
も
の
の
、
最
後
は
収
賄
罪
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

山
口
武
平
は
県
議
を
九
期
務
め
、
自
民
党
県
連
の
ド
ン
と
い
わ
れ
た
茨
城
県
政
会
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
県
議

会
議
長
、
自
民
党
県
連
幹
事
長
を
務
め
て
い
る
。

梶
山
静
六
は
茨
城
県
会
議
員
を
四
期
務
め
、
国
政
へ
進
出
し
た
後
、
田
中
派
重
鎮
か
ら
竹
下
派
の
立
ち
上
げ

に
参
画
し
、
国
家
公
安
委
員
長
、
官
房
長
官
な
ど
政
府
の
中
枢
に
位
置
し
た
。

筑
波
研
究
学
園
都
市
の
概
成
に
尽
力
し
た
竹
内
藤
男
知
事
、
山
口
武
平
県
議
、
梶
山
静
六
代
議
士
の
心
を
繫

い
だ
赤
い
糸
は
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
海
戦
の
敗
戦
で
あ
り
、
そ
の
戦
い
で
戦
死
し
た
横
田
三
郎
海
軍
中
尉
で

あ
ろ
う
。

横
田
三
郎
海
軍
中
尉
の
実
兄
は
、
研
究
学
園
都
市
の
中
核
に
位
置
す
る
谷
田
部
町
の
横
田
栄
一
町
長
で
あ
る
。

谷
田
部
町
は
、
研
究
学
園
都
市
建
設
に
あ
た
っ
て
の
土
地
の
買
収
で
は
反
対
運
動
が
燃
え
上
が
っ
た
。
し
か
し

横
田
町
長
に
と
っ
て
弟
の
戦
死
は
「
科
学
の
戦
い
で
負
け
た
結
果
」
だ
と
受
け
止
め
て
い
た
か
ら
、
井
上
春
成

（
工
業
技
術
庁
初
代
長
官
）
の
「
次
の
戦
争
に
備
え
る
」
た
め
の
研
究
学
園
都
市
概
成
に
尽
力
し
た
の
で
は
な
い

か
。
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9　つくば地域政治の流れ

１　

つ
く
ば
地
域
政
治
の
流
れ

日
本
一
無
名
な
茨
城
県

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
、
橋
本
県
政
は
否
定
さ
れ
た
。
六
期
（
一
九
九
三
年
～
二
〇
一
七
年
）
続
け
る
な

か
で
茨
城
県
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
今
や
日
本
で
一
番
無
名
な
県
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
回
の
県
知
事
選
挙
は
、
梶
山
自
民
党
県
連
と
公
明
党
の
連
合
軍
対
「
橋
本
知
事
・
市
町
村
会
」
の
戦
い
で

あ
っ
た
。
橋
本
知
事
を
推
薦
し
な
か
っ
た
自
民
党
県
連
は
五
期
、
六
期
目
と
二
回
も
敗
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
よ

う
や
く
雪
辱
を
果
た
し
た
。

つ
く
ば
市
政
は
朝
鮮
半
島
情
勢
へ
直
結
し
て
き
て
い
る
と
言
え
ば
驚
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

追
い
追
い
述
べ
て
い
く
。
谷
田
部
町
渡
辺
安
重
氏
は
県
会
議
員
を
三
期
務
め
、
筑
波
科
学
万
博
（
一
九
八
五
年

開
催
）
を
沼
尻
民
平
谷
田
部
町
町
長
と
共
に
誘
致
し
た
功
労
者
で
あ
る
が
、
一
番
の
功
績
は
理
化
学
研
究
所
の

Ｐ
４
施
設
の
誘
致
に
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｐ
４
施
設
は
危
険
性
を
帯
び
た
細
菌
を
扱
う
施
設
だ
と
い
う
こ
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と
で
風
評
被
害
も
重
な
り
反
発
が
強
ま
っ
た
。
風
評
被
害
と
は
地
価
の
暴
落
で
あ
る
。
地
元
の
強
い
反
対
を
押

さ
え
、
誘
致
し
た
功
績
は
大
き
い
。

だ
が
、
理
化
学
研
究
所
は
世
間
の
耳
目
を
浴
び
ず
、
じ
っ
と
し
て
お
い
て
貰
い
た
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
と

い
う
の
も
、
オ
ウ
ム
真
理
教
が
使
用
し
た
生
物
兵
器
の
元
菌
は
理
科
学
研
究
所
か
ら
出
て
い
る
か
ら
だ
。
世
界

の
生
物
兵
器
関
連
書
に
は
、
つ
く
ば
の
理
化
学
研
究
所
施
設
か
ら
北
朝
鮮
へ
「
売
ら
れ
た
」
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
念
が
書
か
れ
て
い
る
。
在
韓
米
軍
が
理
化
学
研
究
所
の
売
却
し
た
細
菌
を
防
疫
す
る
訓
練
を
行
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
北
朝
鮮
は
、
あ
ら
ぬ
疑
い
を
か
け
た
演
習
だ
と
『
労
働
新
聞
』
紙
上
な
ど
で
抗
議
し
て
い
る
。

政
争
激
し
い
つ
く
ば
市

南
牛
（
筆
者
）
は
つ
く
ば
市
民
を
二
〇
年
以
上
前
に
辞
め
て
い
る
。
つ
く
ば
市
は
、
住
む
も
の
に
と
っ
て
、

本
当
に
複
雑
な
町
で
あ
っ
た
。
つ
く
ば
市
は
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
三
か
町
一
村
の
合
併
で
生
ま
れ
た
市

（
後
に
筑
波
町
と
茎
崎
町
を
編
入
）
で
あ
る
。
合
併
前
は
中
心
部
を
谷
田
部
町
と
桜
村
が
構
成
し
て
い
た
。
桜
村

は
「
村
に
デ
パ
ー
ト
が
で
き
た
、
村
が
東
京
の
デ
パ
ー
ト
を
誘
致
し
た
」
と
自
慢
し
て
い
た
。
過
疎
化
の
逆
転

の
象
徴
だ
っ
た
が
、
市
政
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
の
つ
く
ば
市
の
政
争
が
激
し
く
、
市
長
が
五
人
も
変
わ
る
。

つ
く
ば
市
の
初
代
市
長
を
務
め
た
倉
田
弘
氏
は
、
最
後
の
桜
村
長
を
務
め
、
谷
田
部
町
、
大
穂
町
、
豊
里
町
、
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桜
村
の
合
併
で
つ
く
ば
市
が
誕
生
す
る
と
市
長
に
就
任
（
一
九
八
八
年
～
一
九
九
一
年
）
し
、
八
七
歳
で
亡
く
な

ら
れ
た
。
上
海
の
同
文
書
院
に
学
ん
だ
方
だ
っ
た
。
就
任
時
に
筑
波
町
が
合
併
し
た
。

二
代
目
の
市
長
は
、
谷
田
部
町
長
を
務
め
た
木
村
操
氏
。
一
九
九
一
年
～
九
六
年
ま
で
。
二
期
目
に
逮
捕
さ

れ
る
。

三
代
目
は
、
桜
村
か
ら
県
議
を
務
め
て
い
た
藤
沢
順
一
氏
が
就
き
、
一
九
九
六
年
～
二
〇
〇
四
年
ま
で
二
期

務
め
た
。
就
任
時
に
茎
崎
町
が
合
併
し
た
。

四
代
目
は
、
旧
大
穂
町
の
市
原
健
一
氏
が
二
〇
〇
四
年
～
二
〇
一
六
年
ま
で
三
期
就
い
た
が
、
運
動
公
園
建

設
の
住
民
投
票
に
敗
れ
た
。

つ
く
ば
市
域
は
全
国
で
も
珍
し
い
政
争
の
激
し
い
地
域
で
あ
る
。
五
代
目
の
現
市
長
五
十
嵐
立
青
氏
は
、
親

が
筑
波
移
転
後
に
誕
生
し
た
い
わ
ゆ
る
「
新
住
民
」
で
あ
る
。
旧
住
民
が
藤
沢
派
や
四
代
目
市
長
派
へ
分
裂
し
、

そ
の
一
方
と
旧
住
民
の
谷
田
部
町
内
の
反
木
村
派
や
日
共
（
日
本
共
産
党
）、
生
活
ク
ラ
ブ
（
ネ
ッ
ト
）
な
ど
が

手
を
握
っ
て
誕
生
さ
せ
て
い
る
。

南
牛
が
谷
田
部
町
松
代
五
丁
目
に
越
し
た
の
は
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
の
一
二
月
だ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
四
〇
年
経
て
、
四
〇
八
号
線
を
北
へ
向
か
っ
て
い
る
と
昔
の
こ
と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
か
ん
だ
。
四
〇
八

号
線
は
刈
間
、
土
浦
学
園
線
に
つ
き
当
た
っ
て
右
折
、「
山
水
」
を
通
過
す
る
と
「
平
城
園
」
と
い
う
店
が
あ
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っ
た
。
松
代
居
住
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
ま
で
だ
っ
た
が
、
当
時
の
都
心
に
は
見
か
け
な
か
っ
た
ビ
ル
が

林
立
し
て
い
た
。
藤
沢
勘
兵
衛
氏
ご
自
慢
の
西
武
デ
パ
ー
ト
は
も
う
撤
退
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

松
代
居
住
時
代
は
、
西
武
の
前
の
喫
茶
店
へ
自
転
車
で
通
っ
た
も
の
だ
。
喫
茶
店
で
、
後
に
三
代
目
市
長
と

な
る
藤
沢
勘
兵
衛
氏
の
長
男
順
一
氏
に
会
っ
た
も
の
だ
。
順
一
氏
は
市
長
選
挙
に
再
三
敗
れ
、
今
は
自
宅
で
バ

ラ
作
り
の
一
方
、
地
元
病
院
の
理
事
長
や
土
地
改
良
区
の
理
事
長
を
務
め
て
い
る
。
県
議
選
の
時
は
藤
沢
勘
兵

衛
氏
に
頼
ま
れ
て
、
か
な
り
応
援
し
た
。
南
牛
が
松
代
在
住
中
は
一
度
と
し
て
負
け
て
い
な
い
。
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２　

研
究
学
園
都
市
案
内

つ
く
ば
市
域
の
実
力
者

谷
田
部
町
役
場
に
勤
務
し
て
い
た
横
田
彭
哉
氏
は
、
谷
田
部
町
が
「
筑
波
研
究
学
園
都
市
」
の
誘
致
に
賭
け

た
目
的
は
、
谷
田
部
町
と
い
う
自
治
体
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
「
相
乗
効
果
」
に
あ
っ
た
と
い
う
。
自
立
力

を
確
立
し
（
産
業
育
成
力
・
雇
用
力
・
税
収
力
・
教
育
基
盤
力
・
福
祉
力
）、
生
活
水
準
の
向
上
を
図
り
「
定
住
力
」

「
呼
び
込
む
魅
力
」
を
つ
け
る
た
め
で
あ
り
、
医
学
部
が
設
置
さ
れ
た
「
筑
波
大
学
」
は
、
医
療
過
疎
の
当
地

に
と
っ
て
最
も
求
め
ら
れ
、「
研
究
学
園
地
域
と
谷
田
部
町
の
調
和
あ
る
発
展
」
が
町
政
の
指
針
（
衛
星
都
市
構

想
）
で
あ
っ
た
、
と
。

今
の
言
葉
で
、「
持
続
可
能
な
地
域
の
創
成
」
で
あ
る
。

先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
、
つ
く
ば
生
活
で
は
大
き
な
住
宅
空
間
が
獲
得
で
き
、
東
京
へ
通
勤
で
き
る
の
は
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
存
在
が
大
き
い
、
と
報
じ
て
い
た
。
研
究
学
園
都
市
を
建
設
す
る
と
き
、
建
設
を
立
案
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計
画
し
た
人
達
は
交
通
不
便
を
強
め
た
と
言
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
折
角
建
て
た
公
務
員
住
宅
へ
住
ま
ず
に

東
京
か
ら
研
究
所
へ
通
勤
さ
れ
て
は
困
る
、
と
考
え
た
か
ら
だ
。

更
に
公
務
員
住
宅
も
、
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
ｄ
の
四
階
級
の
階
級
差
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
上
の
ｅ
型
住
宅
に
は
、

ｅ
１
、
ｅ
２
、
ｅ
３
の
三
種
が
あ
っ
た
。
筑
波
大
学
で
は
ｅ
３
か
ら
ｅ
２
へ
引
っ
越
し
す
る
と
い
う
と
祝
福
さ

れ
た
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
。
ｂ
型
は
単
身
住
宅
で
、
林
立
す
る
単
身
住
宅
は
壮
観
で
あ
っ
た
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
住
宅
を
構
え
、
筑
波
で
は
単
身
住
宅
に
住
む
の
が
研
究
者
の
夢
、
と
言
わ
れ
た
の
は
三
〇
年
前
で
あ
っ

た
。
今
、
つ
く
ば
市
域
の
公
務
員
住
宅
は
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
公
務
員
住
宅
を
張
り
巡
ら
せ
た
研
究
学
園
都
市

は
、「
満
洲
国
の
夢
の
残
骸
」
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

つ
く
ば
市
の
初
代
市
長
は
倉
田
弘
氏
。
二
代
目
が
木
村
操
氏
で
、
退
職
後
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
。
但
し
、

自
身
の
活
動
を
記
し
た
自
伝
ま
が
い
の
本
を
書
い
て
い
る
。
三
代
目
は
藤
沢
順
一
氏
で
、
大
地
主
の
出
で
あ
る
。

父
親
が
立
派
過
ぎ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
県
議
選
に
出
た
時
の
筑
波
大
生
買
収
事
件
が
後
を
引
い
た
。
四
代
目
は

名
前
を
出
し
づ
ら
い
方
だ
。
ハ
ワ
イ
旅
行
を
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
に
『
週
刊
新
潮
』
に
書
か
れ
た
。

つ
く
ば
市
の
歴
代
市
長
の
な
か
で
「
庸
才
だ
」
と
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
三
代
目
の
藤
沢
順
一
氏
で
あ
る
。
藤

沢
氏
の
場
合
、
尊
父
の
勘
兵
衛
翁
が
余
り
に
も
偉
大
で
あ
っ
た
が
故
に
、
事
あ
る
ご
と
に
「
親
父
に
比
べ
れ

ば
」
と
か
、「
親
の
七
光
り
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
。
本
人
は
き
わ
め
て
不
満
で
あ
っ
た
ろ
う
。
外
郭
団
体
の
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部
下
の
一
〇
〇
億
円
詐
欺
事
件
や
、「
回
ら
な
い
風
車
」（
後
に
詳
述
）
を
元
自
民
党
職
員
出
身
の
助
役
に
作
ら

せ
た
こ
と
な
ど
で
評
判
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
四
代
目
市
長
と
な
る
県
議
の
挑
戦
に
敗
れ
、
そ
の

再
選
に
挑
む
も
敗
れ
、
次
に
元
厚
生
省
の
官
僚
を
市
長
選
に
担
い
だ
が
負
け
て
い
る
。
藤
沢
順
一
氏
の
人
格
を

疑
う
市
民
は
少
な
い
が
、
側
近
の
陣
容
が
悪
い
と
市
民
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
。

つ
く
ば
市
域
都
心
の
空
洞
化

藤
沢
市
長
の
失
策
が
あ
る
程
度
容
認
さ
れ
た
の
は
、
部
下
の
し
く
じ
り
だ
と
分
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
今
で

い
う
任
命
責
任
だ
が
、
そ
こ
が
「
庸
才
だ
」
と
み
な
さ
れ
る
。

藤
沢
市
長
は
戦
前
か
ら
大
地
主
階
級
に
所
属
し
て
い
た
。
大
地
主
階
級
と
は
、
東
北
六
県
、
そ
し
て
新
潟
・

茨
城
の
両
県
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
水
田
五
〇
町
歩
以
上
の
地
主
を
規
定
す
る
言
葉
で
、
戦
後
社
会
で
は

地
方
政
治
か
ら
農
地
解
放
と
重
な
っ
て
後
退
し
て
い
る
。
県
議
が
対
抗
馬
と
し
て
市
長
選
へ
挑
み
、
藤
沢
三
代

目
市
長
を
下
し
、
四
代
目
と
な
る
。
こ
の
四
代
目
を
再
選
で
辞
め
さ
せ
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
、
つ
く
ば
市
民
は

三
選
さ
せ
る
。
三
選
さ
れ
る
と
ワ
ン
マ
ン
に
な
る
。
自
分
の
経
営
す
る
病
院
の
側
の
土
地
を
か
な
り
割
高
な
値

段
で
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
市
に
購
入
さ
せ
、
運
動
公
園
の
建
設
を
図
ろ
う
と
す
る
。
市
の
公
社
は
銀
行
か
ら
の

借
金
で
購
入
す
る
。
そ
れ
が
多
く
の
市
民
の
反
感
を
買
い
、
市
民
投
票
で
運
動
公
園
は
否
決
さ
れ
、
四
選
は
断
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念
す
る
。

つ
く
ば
市
長
と
し
て
夢
を
語
る
著
作
を
藤
沢
市
長
は
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
夢
を
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

市
民
に
は
受
け
取
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開
通
し
た
結
果
、
ス
ト
ロ
ー
効
果
で
、
終
端

駅
に
あ
っ
た
西
武
デ
パ
ー
ト
の
撤
退
と
な
っ
た
。
西
武
デ
パ
ー
ト
は
、
旧
桜
村
に
デ
パ
ー
ト
を
誘
致
し
た
藤
沢

勘
兵
衛
村
長
の
功
績
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ
。

藤
沢
市
長
が
書
い
た
『
生
ま
れ
変
わ
る
地
方
政
治
』
と
い
う
本
を
読
ん
で
、
つ
く
ば
市
を
「
民
主
主
義
の
先

進
都
市
」
と
す
る
努
力
が
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

政
治
は
結
果
責
任
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
村
が
市
へ
「
発
展
」
す
る
と
尊
父
の
努
力
の
成
果
で
あ
っ
た
桜

村
の
デ
パ
ー
ト
誘
致
の
成
果
が
潰つ

い

え
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
「
都
心
」
が
空
洞
化
し
た
の
で
あ
る
。
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
で
き
て
、
村
の
デ
パ
ー
ト
よ
り
銀
座
の
デ
パ
ー
ト
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
デ
パ

ー
ト
撤
退
の
後
の
政
治
は
、
旧
態
以
前
へ
逆
戻
り
を
し
て
し
ま
っ
た
。『
生
ま
れ
変
わ
る
地
方
政
治
』
の
中
の

一
句
一
句
が
響
く
。

西
大
通
り
を
北
上
し
、
学
園
中
央
自
動
車
学
校
を
目
指
し
て
い
た
は
ず
の
南
牛
は
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。

刈
間
の
自
動
車
学
校
は
知
っ
て
い
た
。
八
〇
年
代
は
こ
の
付
近
を
軽
自
動
車
で
よ
く
徘
徊
し
た
も
の
だ
。
成
島
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